
　
　

品川失語症友の会 
☎ 03-6303-6350   ファックス： 050-3730-9970　 
メール: shinagawa@shitsugo.net　
ホームページ：http://shitsugo.net/shinagawa

品川区　社会福祉法人品川区社会福祉協議会
NTT東日本関東病院　NPO法人日本失語症協議会　
東京都言語聴覚士会
一般社団法人 結ライフコミュニケーション研究所
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もっと⍮ってもらおうᄬ⺆∝

理学療法士からリハビリの医師になり、多くの患者さんに関わらせて
いただきました。その経緯から私の思いをお話し致します。
リハビリの持つ意味、人と人との関わりの持つ意味、みなさんととも
に考え、これから生きていく上での大切なことを身につけていきたい
と思います。 

・事例紹介
　　iPadと失語症者の笑顔
　　有限会社オフィス結アジア　高橋 宜盟氏

・活動報告
　　一歩前に踏み出したら
　　品川失語症友の会　

稲川 利光 先生
NTT東日本関東病院 
リハビリテーション科部長　

・講演　　　　地域でいきいきと暮らすリハビリの心と力

（ 品川区立総合区民会館 ）
  東京都品川区東大井 5-18-1   ☎ 03-5479-4100

2016 年10 月1 日 （土） 
13 時 45 分～16 時    （13時30分 開場）
きゅりあん  ６階  大会議室  

入場 無料　定員90名¥

ゆめ いっぱい   ゆっくり いっぽずつ 

申込方法：  裏面申込書ファックス  または  メール  
（空席があれば当日直接来場可）

主催： 後援：  

※定員になり次第締め切ります。（ホームページでお知らせします。）



でかけ㓌 とは

稲川 利光 先生
脳卒中の急性期から緩和ケアの終末期まで幅広いリハビリ を
実践。  院内すべての科にわたり廃用症候群や嚥下障害などの
合併症を早い段階で予防しながら、患者さんの QOL維持に努
めている。2010年より3年間 NHK の福祉ネットワーク「日本リ
ハビリ応援団」に出演。 著書に『老人ケアの元気くすり』(医学
書院)、「あんたは名医だ』(筒井書房)、『リハビリの心と力』
(学研)など多数。      　

講演者

ゆめ いっぱい 

050-3730-9970 �ࠬࠢ࠶ࠔࡈ

この用紙にご記入の上、そのままファックス してください。
メールの場合は、申込内容を入力し、送信してください。

　　失語症（※）の人が、家族や付添いの介護力に頼らず、できるだけ自分で活動することを促す活動です。

ゆっくり いっぽずつ 

高橋 宜盟 氏
iPadのアプリ「指伝話（ゆびでんわ）」の開発者。指伝話はコミュ
ニケーションを楽しむ道具として、失語症、構音障害、脳性麻痺、
ALSの方だけでなく、外国人との会話など、さまざまな場面で使わ
れています。最近は指伝話をきっかけとしてiPadを使い始め、地
図を見て外出し、撮った写真を家族に見せるといった「生活の中
のリハビリテーション」が人気となっています。   　

講演者

   　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年4月に設立されました。脳卒中や外傷等で、読む、書く、話す、聞く事が難しくなった
人とその家族が、月に1度集まる場です。言語聴覚士の指導の下、毎月テーマに基づいたスピーチを行い、一緒にお茶を飲みながら
会話を楽しんだり、話しを促すようなゲームを楽しんだり、歌を歌ったりしています。年に2回程度、日帰りや1泊の旅行にも出かけます。  
毎月第4土曜日の13:30～15:30、品川区立心身障害者福祉会館（旗の台）で活動しています。
　見学は随時受け付けています。お気軽にお越しください。

�࡞ࡔ UJKPCICYC"UJKVUWIQ�PGV

参加申込書
代表者名 参加人数

お住まいの
市区町村

どこでこの会を
知りましたか？

名

お住まいの どこでこの会を
知りましたか？市 区

町 村

※失語症は、脳卒中や脳外傷により、一度獲得した言語能力（聞いて理解する・言いたいことを話す・読んで理解する・文字を書いて表現
　する・計算する）に支障が出てしまった状態です。そのため、言葉を使った日常的な活動の多くが失語症者にとっては困難になります。

　2016年3月8日に開催された最初の企画は、レストランで自分で食事を注文・支払いをすること、身近な人へ感謝の気持ちを込めた
プレゼントを自分で選んで買うこと  でした。まだまだ世間に認知されていない 失語症 を皆さんに知ってもらい、失語症という
言語障害が残っても安心して暮らせる街を作りたい、との思いから、言語聴覚士を中心に企画されました。当日は、家族と離れ、
言語聴覚士を目指す学生ボランティアとともにショッピングモールで買い物と食事を楽しみました。
その様子は夕方のNHKテレビでも紹介されました。
　今回の講演会の企画・運営は、失語症者が中心となって、サポートする仲間とともに準備を進めました。

　　　　　　　　外出の練習をする　　  →　外出するために必要なことを身につけよう。
　　　　　　　　失語症を知ってもらう　→　暮らし易い社会を作ろう。
　　　　　　　　みんなで楽しむ　　　  →　失語症の仲間を応援しよう。

※定員になり次第締め切ります。　空席がある場合は、当日直接来場可能です。  （ホームページでお知らせします。） 

言語聴覚士(ST)から
広報をみて
その他（　　　　）

品川失語症友の会   


